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今回は「日本酒輸出の状況」です
お酒お酒 STATISTICS

ちょっと意外な、お酒の統計情報紹介

オ　サ　ケ　　　　　ス　タ　ティ　ス　ティッ　ク　ス

この資料は、きた産業のホームページでもご覧になれます。  https://kitasangyo.com/e-academy/osake-statistics.html

ちょっと意外な酒類の統計、あまり知られていない統計データを、ビジュアルな資料で
ご紹介するコーナー。当社で蓄積しているデータを不定期連載でお届けします。

●スライド   A　清酒輸出の 25 年：
「量と金額」、「大手と地酒」

「棒グラフ」は、清酒の輸出量です。
21 世紀に入って順調に拡大しましたが、
2019 年（韓国の日本製品不買運動）、
2020 年（コロナ）、2023 年（福島原発処
理水放出に伴う中国の減少）の 3 つの谷
があります。

緑は「灘・伏見大手 11 社」、青は「地
酒（大手 11 社以外）」を示します。2000
年には「8：2」だったものが 2023 年に「4：
6」。地酒の伸長が全体をけん引していま
す。（2024 年の大手・地酒の区分は未調査）

赤の「折れ線グラフ」は輸出金額。平
均単価が年々上がっている影響で、こち
らは谷が 1 つ（2023 年）です。

右端には、2030 年の予想を示しておき
ました。今後、米国関税や戦争激化など
特殊な経済変動がなければ、金額で 750
± 150 億円、量で 25 ± 3 万石になると
予想します。この輸出量は 2030 年の清
酒総生産量の 12％程度と予想します。

●スライド   B　 6 大仕向け国の
「金額」と「1.8 Ｌ単価」

21 世紀初め、清酒輸出の主要国はアメ
リカ・台湾・香港の「3 か国」だったも
のが、2006 年ごろから韓国が加わって「4
か国」、2014 年ごろから中国が加わって「5
か国」、さらに 2020 年ごろからシンガポ
ールが加わって「6 か国」になっていま
す。この 6 か国が 2024 年の清酒総輸出で、
量の 77％、金額の 83％を占めます。

左半分は「輸出金額」の 7 年の推移。
個人的には中国以上に、香港の減少を懸
念します。アメリカ、韓国は回復基調です。

右半分は輸出金額と輸出量から算出し
た「1.8L 単価」の推移です。香港とシン
ガポールは減少に転じています。中国は
単価としては増加を継続しています。

右表には英・仏・独も書き込んでおき
ました。香港の 4,570 円とドイツの 1,121
円の差は 4 倍以上。仕向け国による極端
な価格差は、日本酒グローバル化の潜在
リスクと言えるでしょう。

●スライド  Ｃ　 清酒輸出、ウイス
キー輸出、スパークリングワイン輸
入の金額比較

2024 年の日本酒輸出 435 億円、日本
のウイスキーの輸出 437 億円を合わせる
と 872 億円。一方、日本が輸入するスパ
ークリングワインの輸入額は 977 億円で
す。すなわち、[ 日本酒輸出＋ウイスキー
輸出 ] の額より、[ 日本が輸入するスパー
クリングワイン ] の額の方が大きい。

「日本酒輸出」と「ウイスキー輸出」は
全世界を相手に奮闘していますが、日本
1 国の消費する「スパークリングワイン
輸入」にも及ばない、というのが現状の
状態です。　　(text = t.kita)
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